
　

　

令和5年11月23日（木・祝） 14時30分～  南会津町田島「御蔵入交流館・文化ホール」

檜枝岐歌舞伎は江戸の時代より親から子、子から孫へと伝承されて連綿と続き、春

の祭りに奉納歌舞伎として檜枝岐の村人を楽しませてきました。

現在残っている資料の中に浄瑠璃本が残っていることから、270年以上の歴史を

持っていると言われ、上演される舞台は鎮守神の境内に有り、国の重要有形民俗文

化財に指定されております。観客席は露天で、神社への坂がそのまま自然の観覧席

になっており、夕方より上演されます。夕闇が深まる中での鑑賞は、その昔上演さ

れた雰囲気を十分に伝えてくれます。 役者の方々は全て村の住民で、自分の仕事を

持っておられる中、寸暇を割いて練習されております。その演技については素人離

れしたものがあると評価をいただいております。

栗生沢の三ッ獅子は、大山衹神社（地区の鎮守さま）の祭礼や厄除け、火除け等でも演じられ、昭和

53年4月に福島県の重要無形文化財に指定され、今も、伝承されています。

三ッ獅子は、栗生沢若者団で所有しており、管理運営もすべて若者団により行われ、小世話人・大世

話人・獅子締・大取締の役員で構成されています。


